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江
戸
後
期
水
戸
藩
の
思
想
家
、
会
沢
正
志
斎
（
一
七
八
二
〜
一
八
六
三
）
は

国
学
（
主
に
本
居
宣
長
の
古
道
論
）
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ぬ
論
考
を
残
し
た
。

『
退
食
間
話
）
1
（

』、『
下
学
迩
言
』、『
泮
林
好
音
』
等
で
国
学
に
言
及
す
る
の
み
な

ら
ず
、
専
著
を
も
執
筆
し
た
。
彼
が
論
評
を
加
え
た
の
は
本
居
宣
長
『
直
毘
霊
』

（
一
七
七
一
）、
市
川
匡
麿
『
末
賀
能
比
連
』（
一
七
八
〇
、
直
毘
霊
批
判
）、
本

居
宣
長
『
葛
花
』（
一
八
〇
三
、
末
賀
能
比
連
批
判
）、
沼
田
順
義
『
級
長
戸
風
』

（
一
八
二
九
年
序
、
直
毘
霊
・
末
賀
能
比
連
・
葛
花
批
判
）
の
四
つ
の
著
作
で
、

い
ず
れ
も
『
直
毘
霊
』
を
起
点
と
す
る
論
争
）
2
（

の
重
要
著
作
で
あ
る
。
こ
う
し
た

一
連
の
論
評
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の
無
勅
調
印
、
戊
午

の
密
勅
降
下
等
に
よ
り
、
水
戸
藩
、
幕
府
が
と
も
に
非
常
に
混
乱
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。
正
志
斎
の
宣
長
批
判
と
時
局
と
の
関
係
は
、
先
行
研
究
で
屡
々
言

及
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
確
証
は
な
い
）
3
（

。
筆
者
は
正
志
斎
の
宣
長
批
判
と

時
勢
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
う
る
と
思
う
。
ま
た
、
幽
谷
・
東
湖
が

遺
し
た
著
述
の
少
な
さ
を
遺
憾
に
思
っ
て
い
た
正
志
斎
が
、
と
り
わ
け
東
湖
の

死
後
、
著
述
に
励
ん
で
い
た
と
の
証
言
も
あ
り
、
こ
う
し
た
事
情
と
も
関
係
す

る
か
も
し
れ
な
い
）
4
（

。
だ
が
、
現
時
点
で
そ
の
直
接
の
関
係
に
つ
い
て
、
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
宣
長
批
判
の

思
想
的
必
然
性
で
あ
る
。
正
志
斎
は
宣
長
の
国
体
の
尊
厳
を
唱
え
た
こ
と
を
卓

見
と
す
る
（『
退
食
間
話
』
な
ど
）。
し
か
し
、
自
ら
の
国
体
論
の
思
想
的
基
盤

は
宣
長
の
そ
れ
と
は
違
う
と
も
明
言
す
る
。
彼
は
師
藤
田
幽
谷
の
教
育
の
基
本

を
記
し
た
『
及
門
遺
範
』
第
二
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

先
生
尤
重
君
臣
之
義
、
恒
語
人
曰
、
天
祖
垂
統
、
天
孫
継
承
、
奉
三
器
以

照
臨
宇
内
。
皇
統
緜
緜
、
与
天
攘
無
窮
、
実
如
天
祖
所
命
。
是
神
州
之
所

以
冠
四
海
万
国
。
天
祖
天
孫
固
与
天
一
矣
。
世
世
相
襲
、
号
天
津
日
高
、

騰
極
謂
之
日
嗣
。
神
天
合
一
、
与
殷
周
配
天
尚
不
免
於
与
天
為
二
者
不
同

矣
。
先
生
論
国
体
、
其
大
旨
如
此
。
蓋
奉
義
公
之
遺
意
云
。
而
近
時
称
皇

国
学
者
、
荒
唐
不
経
之
談
、
則
亦
所
不
取
也
。（
先
生
尤
も
君
臣
の
義
を

重
ん
じ
、
恒
に
人
に
語
り
て
曰
く
、「
天
祖
統
を
垂
れ
給
ひ
、
天
孫
継
承
し
、

三
器
を
奉
じ
て
以
て
宇
内
に
照
臨
し
給
ふ
。
皇
統
緜
緜
と
し
て
、
天
攘
と

窮
り
無
く
、
実
に
天
祖
の
命
じ
給
ふ
所
の
如
し
。
是
れ
神
州
の
四
海
万
国
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に
冠
た
る
所
以
な
り
。
天
祖
天
孫
固
よ
り
天
と
一
な
り
。
世
世
相
襲
ひ
、

天
津
日
高
と
号
し
、
騰
極
之
を
日
嗣
と
謂
ふ
。
神
天
合
一
し
、
殷
周
の
天

に
配
し
尚
ほ
天
と
二
た
る
を
免
れ
ざ
る
者
と
同
じ
か
ら
ず
。」
と
。
先
生

国
体
を
論
ず
る
は
、
其
の
大
旨
此
の
如
し
。
蓋
し
義
公
の
遺
意
を
奉
ず
と

云
ふ
。
而
し
て
近
時
皇
国
学
と
称
す
る
者
、
荒
唐
不
経
の
談
は
、
則
ち
亦

た
取
ら
ざ
る
所
な
り
。）（『
及
門
遺
範
』）

　

正
志
斎
は
幽
谷
の
国
体
論
は
徳
川
光
圀
の
遺
志
を
継
承
し
た
も
の
だ
と
述
べ
、

皇
国
学
か
ら
の
影
響
を
否
定
す
る
。
彼
自
身
の
国
体
思
想
の
源
流
も
ま
た
幽
谷

の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

水
戸
学
と
国
学
の
関
係
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
、
両
者
の
関
係
を
概
観
的
に

論
じ
た
も
の
が
過
半
で
あ
り
、
個
々
の
思
想
家
の
思
想
的
文
脈
を
踏
ま
え
た
上

で
の
分
析
は
決
し
て
多
く
な
い
）
5
（

。
正
志
斎
の
国
学
観
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
正

志
斎
の
国
学
に
関
す
る
著
作
に
依
拠
し
た
研
究
が
二
三
あ
る
も
の
の
、
殆
ど
論

点
の
分
類
に
止
ま
り
、
根
本
的
な
視
座
を
提
供
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
正
志

斎
の
思
想
全
体
に
お
け
る
国
学
の
位
置
づ
け
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
）
6
（

。
本

稿
で
は
教
・
天
命
・
禍
津
日
神
・
心
な
ど
、
宣
長
批
判
の
鍵
概
念
を
検
討
し
、

両
者
の
文
脈
を
対
照
し
つ
つ
、
正
志
斎
の
思
想
構
造
を
描
き
、
宣
長
批
判
の
思

想
的
基
盤
と
必
然
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
節
、
教
を
め
ぐ
る
相
違

　

正
志
斎
が
「
近
時
の
皇
国
学
」
と
い
う
場
合
は
、
殆
ど
宣
長
の
学
問
、
特
に

そ
の
古
道
論
を
指
す
。『
読
直
毘
霊
』、『
読
葛
花
』
等
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の

は
ま
さ
に
古
道
論
へ
の
批
判
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
宣
長
と
正
志
斎

の
道
に
お
け
る
考
え
方
の
径
庭
が
顕
わ
に
な
る
の
は
、
教
の
要
不
要
を
め
ぐ
る

問
題
に
お
い
て
で
あ
る
。
宣
長
は
『
直
毘
霊
』
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

世
中
に
生
と
し
い
け
る
物
、
鳥
虫
に
至
る
ま
で
も
、
己
が
身
の
ほ
ど
ほ
ど

に
、
必
あ
る
べ
き
か
ぎ
り
の
わ
ざ
は
、
産
巣
日
神
の
み
た
ま
に
頼
て
、
お

の
づ
か
ら
よ
く
知
て
な
す
も
の
な
る
中
に
も
、
人
は
殊
に
す
ぐ
れ
た
る
物

と
う
ま
れ
つ
れ
ば
、
又
し
か
勝
れ
た
る
ほ
ど
に
か
な
ひ
て
、
知
べ
き
か
ぎ

り
は
し
り
、
す
べ
き
か
ぎ
り
は
す
る
物
な
る
に
、
い
か
で
か
其
上
を
な
ほ

強
る
こ
と
の
あ
ら
む
。
教
に
よ
ら
ず
て
は
、
え
し
ら
ず
え
せ
ぬ
も
の
と
い

は
ば
、
人
は
鳥
虫
に
お
と
れ
り
と
や
せ
む
。
い
は
ゆ
る
仁
義
礼
譲
孝
悌
忠

信
の
た
ぐ
ひ
、
皆
人
の
必
あ
る
べ
き
わ
ざ
な
れ
ば
、
あ
る
べ
き
限
は
、
教

を
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
お
の
づ
か
ら
よ
く
知
て
な
す
こ
と
な
る
に
、
か
の
聖

人
の
道
は
、
も
と
治
ま
り
が
た
き
国
を
、
し
ひ
て
を
さ
め
む
と
し
て
作
れ

る
物
に
て
、
人
の
必
有
べ
き
か
ぎ
り
を
過
て
、
な
ほ
き
び
し
く
教
へ
た
て

む
と
せ
る
強
事
な
れ
ば
、
ま
こ
と
の
道
に
か
な
は
ず
。（『
直
毘
霊
』）

　

宣
長
は
仁
義
礼
譲
孝
悌
忠
信
が
人
間
の
「
あ
る
べ
き
限
り
の
わ
ざ
」
で
あ
る

こ
と
を
否
定
し
な
い
）
7
（

。
た
だ
そ
れ
は
産
巣
日
神
の
み
た
ま
に
よ
り
自
然
に
で
き

る
こ
と
で
、
教
え
る
必
要
の
な
い
も
の
な
の
だ
。
一
方
、
儒
教
の
聖
人
の
道
は

人
の
「
あ
る
べ
き
限
り
」
を
過
ぎ
、
厳
し
く
教
え
よ
う
と
す
る
「
強
事
（
強
制
、

無
理
強
い
）」
で
あ
る
た
め
、
真
の
道
で
は
な
い
の
だ
。
正
志
斎
は
「
万
物
皆

神
ノ
御
魂
ト
云
フ
コ
ト
、
人
ト
シ
テ
知
リ
得
ベ
キ
ニ
非
レ
バ
、
姑
ク
論
セ
ズ
シ



会
沢
正
志
斎
の
国
学
観

（85）912

テ
可
ナ
リ
」（『
読
末
賀
能
比
礼
』
六
丁
）
と
述
べ
、
宣
長
が
人
間
と
産
巣
日
神

と
の
間
に
見
た
繋
が
り
を
否
定
す
る
。
ま
た
、「
人
ノ
性
ハ
善
ナ
レ
バ
、
礼
義

忠
孝
モ
自
ラ
備
レ
ド
モ
、
人
ニ
知
愚
賢
不
肖
剛
柔
敏
訥
等
ノ
不
同
ア
リ
テ
、 

其

行
ニ
過
不
及
偏
倚
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
」（『
読
葛
花
』
三
一
丁
）
と
言
い
、
こ
う

し
た
人
間
性
理
解
に
基
づ
き
、「
聖
人
ノ
教
ニ
非
レ
バ
、過
不
及
偏
倚
ニ
ヨ
リ
テ
、

覚
ヘ
ズ
過
差
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
道
ハ
人
ノ
物
ニ
勝
レ
タ
ル
天
分
ヲ
尽
サ
シ
ム
ル

ノ
ミ
。（『
読
葛
花
』
二
六
丁
）」
と
述
べ
、
聖
人
の
教
が
無
け
れ
ば
、
人
間
の

行
動
に
無
意
識
に
過
不
及
や
偏
り
が
生
じ
て
し
ま
う
と
見
て
い
る
。

鳥
獣
は
無
智
な
る
故
、
生
れ
た
る
儘
に
て
教
ふ
べ
か
ら
ず
。
人
は
智
識
あ

り
て
、
教
ふ
る
に
従
つ
て
善
の
長
ず
る
は
、
人
の
万
物
に
勝
れ
た
る
所
な

り
。
木
石
は
磨
け
ど
も
光
な
く
、
金
石
な
れ
ば
磨
て
光
を
生
ず
。
磨
か
ざ

れ
ば
木
石
に
同
じ
。
人
も
美
質
あ
れ
ど
も
、
教
へ
ざ
れ
ば
人
倫
の
交
り
を

知
ら
ず
し
て
禽
獣
に
近
し
。
…
…
孝
悌
忠
信
を
教
へ
ざ
れ
ば
、
父
母
に
事

へ
人
と
交
つ
て
不
情
の
こ
と
多
し
。
多
人
の
中
に
は
自
然
の
善
人
も
あ
れ

ど
も
、
衆
人
は
一
様
な
ら
ず
。
教
は
衆
人
を
善
に
導
く
為
め
に
施
す
な
り
。

（『
読
直
毘
霊
』）

　

教
に
よ
っ
て
自
ら
に
備
わ
る
善
を
伸
ば
せ
る
か
ら
、
人
は
万
物
よ
り
勝
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
人
間
に
は
こ
う
し
た
優
れ
た
資
質
が
あ
る
が
、
教
に
由
ら
ね

ば
、
人
倫
の
交
わ
り
を
知
ら
ず
、
禽
獣
に
近
く
な
る
。
教
は
本
来
の
天
分
に
し

た
が
い
、
万
人
を
善
に
導
く
た
め
に
施
さ
れ
る
の
だ
。
正
志
斎
は
個
々
の
人
間

を
見
て
も
、
社
会
全
体
を
見
て
も
、
教
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
人
の
禽
獣
に
異
な
る
は
、
人
倫
あ
る
を
以
て
な
り
。
聖
人
の
教
は
人
倫
を
明

か
に
す
る
を
以
て
旨
と
す
」（『
泮
林
好
音
』）
と
い
う
よ
う
に
、
聖
人
の
教
と

は
そ
の
ま
ま
人
倫
だ
と
み
て
い
る
の
だ
。
彼
に
と
っ
て
「
教
」
は
生
ま
れ
な
が

ら
の
資
質
│
│
善
な
る
「
性
」
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
な
の

で
あ
り
、「
教
」
を
立
て
て
「
性
」
に
従
わ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
聖
人
の
「
道
」

だ
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。

　

正
志
斎
は
「
道
は
天
然
に
備
り
て
日
用
常
行
す
る
所
に
し
て
、
人
た
る
者
、

行
住
坐
臥
、
片
時
も
離
れ
得
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ど
も
人
に
智
愚
・
賢
不
肖
あ
り

て
、
過
不
及
を
免
れ
ず
。
故
に
聖
人
、
教
を
立
て
て
、
人
を
し
て
性
に
従
は
し

む
る
を
道
と
云
ふ
」（『
読
直
毘
霊
』）
と
述
べ
、
道
を
天
然
に
備
わ
り
、
人
々

が
日
常
生
活
で
実
行
す
る
も
の
と
す
る
。
だ
が
、
前
の
引
用
に
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
人
間
は
智
愚
・
賢
不
肖
が
あ
り
、
行
い
に
過
不
及
を
免
れ
な
い
。

よ
っ
て
聖
人
は
教
を
立
て
て
、
人
間
を
性
に
従
わ
せ
る
の
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
が

道
な
の
だ
と
正
志
斎
は
述
べ
る
。
こ
う
し
た
聖
人
の
教
え
は
、
決
し
て
過
剰
な

も
の
で
は
な
い
。

聖
人
の
教
は
、
人
を
し
て
有
る
べ
き
限
り
を
尽
さ
し
む
る
の
道
な
り
。
過

ぎ
て
教
ふ
る
は
、
過
ぎ
た
る
は
猶
、
及
ば
ざ
る
が
如
し
と
の
意
に
し
て
中

道
に
あ
ら
ず
。
中
道
は
性
に
率
ふ
の
道
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
其
の
意
に

相
反
し
て
強
ひ
事
と
云
ふ
は
、
不
学
に
し
て
道
を
知
り
得
ざ
る
故
な
り
。

教
の
平
正
に
し
て
強
ひ
事
に
了
ら
ざ
る
は
、
論
語
の
一
書
を
見
て
も
分
明

に
知
る
べ
き
を
、
か
く
云
ふ
者
は
論
語
を
も
読
み
た
る
こ
と
な
き
に
や
。

（『
読
直
毘
霊
』）

　

本
節
冒
頭
の
引
用
で
も
み
た
よ
う
に
、
宣
長
は
教
を
あ
る
種
の
強
制
と
捉
え
、



911（86）

儒
教
の
道
を
聖
人
の
作
為
と
考
え
た
が
、
正
志
斎
に
言
わ
せ
れ
ば
、
聖
人
の
教

え
に
過
剰
な
と
こ
ろ
は
な
い
。「
過
ぎ
た
る
は
猶
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
と
は
ま

さ
に
聖
人
の
言
葉
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
来
備
わ
る
性
に
従
わ
せ
る
道
で
あ
る

以
上
、
そ
れ
は
中
道
で
あ
る
。
平
易
・
中
正
の
教
は
決
し
て
強
制
で
は
な
い
）
8
（

。

加
え
て
正
志
斎
は
「
道
を
作
る
と
云
ふ
は
、
荀
子
性
悪
の
説
に
て
、
本
よ
り
道

を
知
ら
ざ
る
者
の
邪
辞
な
り
」（『
読
直
毘
霊
』）
と
批
判
し
、
道
を
作
為
と
す

る
の
は
、
性
悪
説
だ
と
主
張
す
る
。

　

こ
う
し
た
議
論
で
正
志
斎
が
前
提
と
し
た
の
は
『
中
庸
』
に
お
け
る
性
・

道
・
教
の
関
係
性
と
見
ら
れ
る
。『
中
庸
』
冒
頭
に
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之

謂
道
、
修
道
之
謂
教
（
天
命
を
之
れ
性
と
謂
ふ
、
性
に
従
ふ
を
之
れ
道
と
謂
ふ
、

道
を
修
む
る
を
之
れ
教
と
謂
ふ
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
に
基

づ
き
性
・
道
・
教
の
三
者
の
関
係
を
提
示
す
る
。
彼
は
『
中
庸
釈
義
』
の
冒
頭

で
次
の
よ
う
に
い
う
。

子
思
蓋
欲
明
道
之
本
、
故
先
言
性
、
以
見
道
之
出
於
天
。
次
言
道
、
以
見

性
之
必
待
道
而
後
可
率
。
終
言
教
、
以
見
道
之
必
待
教
而
後
得
脩
。
天
下

之
理
、
三
言
而
尽
矣
。
而
性
者
道
之
所
由
出
、
教
者
道
之
所
以
立
。
道
字

在
中
間
、
而
統
二
者
。
三
言
一
致
、
而
道
字
為
之
主
。
故
下
文
羕
之
云
、

道
也
者
不
可
須
臾
離
、
可
見
所
重
在
道
也
。
然
有
道
而
不
脩
、
則
道
不
可

得
而
行
焉
、
故
教
之
功
最
為
多
。
而
中
庸
一
篇
、
莫
非
論
脩
道
之
事
者
、

蓋
以
此
也
。（
子
思
蓋
し
道
の
本
を
明
か
に
せ
ん
と
欲
し
、
故
に
先
づ
性

を
言
ひ
て
、
以
て
道
の
天
よ
り
出
づ
る
を
見
る
。
次
に
道
を
言
ひ
て
、
以

て
性
の
必
ず
道
を
待
ち
て
而
る
後
に
率
ふ
べ
き
を
見
る
。
終
に
教
を
言
ひ

て
、
以
て
道
の
必
ず
教
を
待
ち
て
而
る
後
に
得
て
脩
む
る
を
見
る
。
天
下

の
理
、
三
言
に
し
て
尽
せ
り
。
而
し
て
性
は
道
の
由
り
て
出
づ
る
所
に
し

て
、
教
は
道
の
立
つ
所
以
な
り
。
道
の
字
中
間
に
在
り
て
、
二
者
を
統
ぶ
。

三
言
一
致
、
道
字
之
に
主
為
り
。
故
に
下
文
之
を
羕
く
し
て
云
ふ
、
道
な

る
も
の
は
須
臾
と
し
て
離
る
べ
か
ら
ず
と
。
重
ん
ず
る
所
道
に
在
る
を
見

る
べ
し
。
然
れ
ど
も
道
有
り
て
脩
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
道
得
て
行
ふ
べ
か
ら

ず
。
故
に
教
の
功
最
も
多
し
と
為
す
。
而
し
て
中
庸
の
一
篇
、
道
を
脩
む

る
の
事
を
論
ず
る
に
非
ざ
る
こ
と
莫
き
は
、
蓋
し
此
を
以
て
な
り
。）（『
中

庸
釈
義
』
五
丁
）

　

こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
性
・
道
・
教
を
相
即
不
離
と
見
做
す
論
旨
が
、
既
に
挙

げ
た
『
読
直
毘
霊
』
に
お
け
る
性
・
道
・
教
を
め
ぐ
る
議
論
と
ほ
ぼ
重
な
る
こ

と
は
容
易
に
看
取
さ
れ
よ
う
。
性
は
道
の
淵
源
で
あ
り
、
教
が
無
け
れ
ば
、
道

は
行
わ
れ
な
い
。
よ
っ
て
教
の
功
は
最
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

道
は
性
に
由
来
し
、
道
は
天
に
由
来
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。「
天
命
之
謂
性
（
天

命
を
之
れ
性
と
謂
ふ
）」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
性
」
は
「
天
命
」
と
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
。
一
方
、
宣
長
は
儒
家
的
な
「
教
」
を
否
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、

「
天
命
」
及
び
「
天
命
」
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
「
性
」
に
疑
問
を
抱
い
て

い
る
。
正
志
斎
は
無
論
、
こ
の
「
天
命
」
と
「
性
」
に
関
す
る
宣
長
の
認
識
を

批
判
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
節
、
第
三
節
で
詳
し
く
分
析

す
る
。
ま
た
、
彼
は
神
儒
一
致
の
立
場
を
取
る
こ
と
か
ら
、「
神
」
に
依
り
な

が
ら
「
天
」
を
否
定
す
る
宣
長
と
は
異
な
り
、「
神
」
と
「
天
」
を
共
に
そ
の

思
想
構
造
に
取
り
込
む
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
同
じ
「
神
」
と
い
う
言
葉
を
用
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い
な
が
ら
指
し
示
す
も
の
が
違
う
の
だ
。
次
節
で
は
宣
長
批
判
か
ら
窺
え
る

「
神
」
と
「
天
」
を
め
ぐ
る
思
想
構
造
を
分
析
し
て
み
た
い
。

第
二
節
、
道
に
お
け
る
神
と
天

　
　
　
　

│
価
値
の
淵
源
を
め
ぐ
っ
て
│

　

周
知
の
よ
う
に
、
宣
長
は
半
生
を
か
け
『
古
事
記
』
の
注
釈
書
『
古
事
記
伝
』

を
制
作
し
た
。
そ
の
際
の
態
度
は
、
そ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
古
代
の
「
実
」
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
宣
長
の
「
古
道
論
」
は
そ
の
よ
う
な
態
度
を
反
映
す
る
。

一
方
、
宣
長
の
『
古
事
記
』
を
重
ん
じ
る
態
度
に
反
し
て
、
市
川
匡
麿
は
『
古

事
記
』
の
記
述
の
信
憑
性
を
疑
い
、
沼
田
順
義
は
『
古
事
記
』
偽
書
説
を
唱
え

た
。
正
志
斎
は
『
古
事
記
』
の
信
憑
性
を
め
ぐ
る
市
川
・
沼
田
の
議
論
を
斥
け

る
）
9
（

。
更
に
「
上
代
ノ
書
ニ
彼
此
異
同
ア
ル
ハ
、
固
ヨ
リ
当
然
ナ
リ
。
疑
シ
キ
ヲ

闕
テ
其
余
ヲ
言
フ
ベ
シ
。
己
ヲ
捨
テ
テ
古
書
ニ
従
フ
ハ
可
ナ
リ
。
古
書
ヲ
強
ヒ

テ
私
意
ニ
牽
合
ス
ル
ハ
不
可
ナ
リ
」（『
読
級
長
戸
風
』
一
三
丁
）
と
言
い
、
孔

子
の
言
葉
を
踏
ま
え
つ
つ
、
古
典
解
読
の
基
本
姿
勢
を
示
し
た
。
で
は
、
彼
は

宣
長
の
『
古
事
記
』
解
読
を
ど
う
理
解
し
、『
古
事
記
』
な
ど
の
古
典
を
如
何

に
読
み
、
取
捨
す
べ
き
と
考
え
た
の
か
。

　

宣
長
は
『
直
毘
霊
』
等
で
は
、
自
ら
の
古
道
論
を
説
く
際
、
儒
教
の
聖
人
の

道
を
常
に
意
識
し
、
批
判
を
加
え
る
。
そ
の
主
な
論
点
の
一
つ
は
天
命
批
判
で

あ
る
。
彼
は
「
凡
て
此
世
中
の
事
は
、
春
秋
の
ゆ
き
か
は
り
、
雨
ふ
り
風
ふ
く

た
ぐ
ひ
、
又
国
の
う
へ
人
の
う
へ
の
、
吉
凶
き
万
事
、
み
な
こ
と
ご
と
に
神
の

御
所
為
な
り
。
…
…
抑
も
吉
凶
き
万
の
事
を
、
あ
だ
し
国
に
て
、
仏
の
道
に
は

因
果
と
し
、
漢
の
道
々
に
は
天
命
と
い
ひ
て
、
天
の
な
す
わ
ざ
と
思
へ
り
。
こ

れ
ら
み
な
ひ
が
こ
と
な
り
」（『
直
毘
霊
』）
と
述
べ
、
全
て
は
神
の
所
為
で
あ

る
こ
と
を
強
調
、
天
命
の
実
在
を
否
定
す
る
。
そ
の
天
命
批
判
の
根
拠
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
言
う
。

さ
て
天
道
福
善
殃
淫
と
い
へ
る
、
此
心
ば
へ
は
一
文
不
知
の
児
童
と
い
へ

共
、
よ
く
わ
き
ま
へ
知
れ
る
事
に
て
、
ま
こ
と
に
然
あ
る
べ
き
道
理
也
。

然
れ
共
此
語
は
、
理
に
は
よ
く
あ
た
れ
共
、
事
の
跡
に
つ
き
て
い
ふ
と
き

は
あ
た
ら
ず
。
世
に
は
悪
神
の
あ
る
故
に
、
返
て
善
に
も
殃
し
、
淫
に
も

福
す
る
こ
と
、
古
今
に
あ
げ
て
か
ぞ
へ
が
た
し
。
故
に
天
道
天
命
の
説
は
、

こ
こ
に
至
て
窮
せ
り
。
然
る
を
漢
国
の
人
は
、
此
悪
神
の
所
為
の
あ
る
こ

と
を
し
ら
ざ
る
故
に
、
猶
し
ひ
て
か
の
天
道
天
命
の
説
を
、
立
と
ほ
さ
ん

と
し
て
、
か
の
善
悪
禍
福
の
事
の
、
道
理
の
ま
ま
に
あ
ら
ざ
る
を
も
、
さ

ま
ざ
ま
に
い
ひ
く
ろ
め
つ
つ
、
ま
ぎ
ら
か
し
お
け
共
、
つ
ひ
に
明
解
あ
る

こ
と
な
く
、
皆
強
事
な
る
を
、
儒
者
仲
間
に
て
は
、
し
ぶ
し
ぶ
に
も
諾
な

ひ
お
く
べ
け
れ
ど
も
、
余
は
え
諾
な
は
ず
。（『
葛
花
』
上
つ
巻
）

　

天
命
の
説
は
道
理
に
は
合
っ
て
い
る
が
、
事
の
跡
、
即
ち
現
実
の
有
り
様
に

は
合
っ
て
い
な
い
。
悪
神
、
即
ち
禍
津
日
神
の
存
在
に
よ
り
、
善
悪
禍
福
は
道

理
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

世
間
に
、
物
あ
し
く
そ
こ
な
ひ
な
ど
、
凡
て
何
事
も
、
正
し
き
理
り
の
ま

ま
に
は
え
あ
ら
ず
て
、
邪
な
る
こ
と
も
多
か
る
は
、
皆
此
神
の
御
心
に
し

て
、
甚
く
荒
び
坐
時
は
、
天
照
大
御
神
高
木
大
神
の
大
御
力
に
も
、
制
み
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か
ね
賜
ふ
を
り
も
あ
れ
ば
、
ま
し
て
人
の
力
に
は
、
い
か
に
と
も
せ
む
す

べ
な
し
。
か
の
善
人
も
禍
り
、
悪
人
も
福
ゆ
る
た
ぐ
ひ
、
尋
常
の
理
に
さ

か
へ
る
事
の
多
か
る
も
、
皆
此
神
の
所
為
な
る
を
、
外
国
に
は
、
神
代
の

正
し
き
伝
説
な
く
し
て
、
此
所
由
を
え
し
ら
ざ
る
が
故
に
、
た
だ
天
命
の

説
を
立
て
、
何
事
も
み
な
、
当
然
理
を
以
て
定
め
む
と
す
る
こ
そ
、
い
と

を
こ
な
れ
。（『
直
毘
霊
』）

　

悪
神
が
荒
ぶ
る
と
人
間
の
力
で
は
為
す
術
も
な
い
。
善
人
に
禍
が
、
悪
人
に

幸
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
世
の
中
の
事
は
す
べ
て
正
し
い
道
理
の
ま
ま
に

運
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
外
国
で
は
、
神
代
の
正
し
い
伝
説
が
伝
わ
ら
ず
、
こ
の

由
を
知
ら
な
い
た
め
、
天
命
の
説
を
立
て
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
「
当
然
理
」、

即
ち
正
し
い
道
理
で
決
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
非
常
に
愚
か
な
こ
と
な
の
だ
。

　

こ
う
し
た
宣
長
の
天
命
理
解
に
つ
い
て
、
正
志
斎
は
ま
ず
「
天
命
は
、
孔
夫

子
も
罕
言
す
る
所
な
れ
ば
、
後
生
晩
輩
は
天
命
を
云
は
ず
し
て
、
専
ら
事
行
を

務
め
て
可
な
り
。
さ
れ
ど
も
異
論
を
生
ず
る
者
な
れ
ば
、
詳
論
す
る
に
は
遑
あ

ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
大
綱
を
云
ふ
べ
し
」（『
読
直
毘
霊
』）
と
述
べ
、
天
命
に

つ
い
て
は
あ
れ
こ
れ
議
論
す
べ
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
重
要
な
の
は
実
践
だ

と
い
う
態
度
を
示
す
）
10
（

。
た
だ
、
天
命
に
つ
い
て
誤
解
す
る
も
の
が
い
る
の
で
、

説
明
す
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
「
吉
凶
禍
福
ハ
天
命
ノ
一
端
ナ
リ
。

是
ノ
ミ
ヲ
天
命
ト
思
フ
ハ
、
聖
人
ノ
意
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」（『
読
末
賀
能
比
礼
』

四
丁
）
と
述
べ
、
宣
長
の
天
命
理
解
は
本
質
を
摑
ん
で
い
な
い
と
す
る
。
ま
た

宣
長
は
「
抑
天
命
と
い
ふ
こ
と
は
、
彼
国
に
て
古
に
、
君
を
滅
ぼ
し
国
を
奪
ひ

し
聖
人
の
、
己
が
罪
を
の
が
れ
む
た
め
に
、
か
ま
へ
出
た
る
託
言
な
り
」
な
ど

と
言
う
が
、
正
志
斎
は
「
此
の
説
、
湯
武
な
ど
の
事
を
指
し
て
云
へ
る
に
や
。

さ
れ
ど
も
人
君
の
天
職
を
天
に
代
つ
て
、
帝
の
載
を
熈
む
な
ど
云
ふ
事
は
、
尭

舜
の
時
よ
り
し
て
あ
る
事
に
し
て
、
君
を
滅
ぼ
す
な
ど
云
事
に
は
毫
髪
の
関
係

な
き
事
な
り
」（『
読
直
毘
霊
』）
と
述
べ
、
放
伐
の
文
脈
で
天
命
を
捉
え
る
宣

長
の
天
命
認
識
を
批
判
し
、
天
命
は
尭
舜
の
時
よ
り
言
わ
れ
た
も
の
で
、
放
伐

と
全
く
無
関
係
だ
と
言
う
）
11
（

。

天
命
と
云
ふ
事
、
唐
虞
の
世
に
は
人
君
、
天
工
に
代
つ
て
天
下
を
平
治
す

る
を
云
ふ
故
に
、
尭
舜
共
に
熈
帝
載
と
云
ふ
。
天
帝
に
代
つ
て
事
功
を
広

む
る
な
り
。
故
に
有
徳
を
賞
す
る
を
天
命
と
云
ひ
、
有
罪
を
罰
す
る
を
天

罰
と
云
ふ
。
天
は
心
な
し
、
民
心
を
心
と
す
。
天
下
を
平
治
し
て
万
民
悦

服
す
る
は
、
天
の
命
ず
る
所
な
り
。
故
に
天
の
聡
明
明
威
は
我
が
民
よ
り

し
て
聡
明
明
威
な
り
と
も
云
ふ
。
是
れ
、
聖
人
、
天
命
を
云
ふ
の
始
め
な

り
。
然
れ
ば
尭
は
世
を
継
で
天
下
を
有
ち
、
舜
は
天
の
歷
数
、
爾
の
躬
に

在
り
と
命
ぜ
ら
れ
、
摂
位
二
十
八
年
、
尭
崩
じ
て
位
に
即
く
。
舜
の
禹
に

命
ず
る
も
是
に
同
じ
。
本
居
が
云
へ
る
如
く
、
君
を
滅
ぼ
し
、
国
を
奪
ひ

た
る
に
あ
ら
ざ
る
事
、
是
れ
皆
、
其
の
時
の
人
書
き
た
る
も
の
に
し
て
、

古
事
記
な
ど
の
口
碑
に
て
書
き
た
る
よ
り
も
慥た

し

か
な
り
。
…
…
湯
武
の
天

命
を
言
ひ
た
る
も
、
民
心
を
心
と
す
る
の
意
な
れ
ど
も
、
そ
の
放
伐
は
神

州
に
於
い
て
教
と
な
ら
ざ
る
所
な
れ
ば
姑
し
置
い
て
論
ぜ
ず
。
本
居
の
天

命
を
算
盤
に
て
割
り
つ
め
た
る
が
如
く
、
瑣
細
に
理
窟
づ
め
に
し
て
様
々

に
論
じ
た
る
は
、
皆
、
世
俗
の
見
に
し
て
弁
ず
る
に
足
ら
ず
。（『
読
直
毘

霊
』）
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放
伐
は
神
州
で
は
教
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
深
く
論
じ
る
必
要
は
な

い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
殷
の
湯
王
や
周
の
武
王
の
言
う
と
こ
ろ
の
天
命
は
民
心

を
心
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
正
志
斎
の
天
命
理
解
は
、
尭
か
ら
舜
へ
、

舜
か
ら
禹
へ
位
が
伝
え
ら
れ
る
際
の
命
令
・
訓
誡
に
重
き
を
置
く
）
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。
そ
の
訓
誡

を
受
け
、
天
命
を
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
帝
王
の
役
割
な
の
だ
。
宣
長
が
天
命
に

つ
い
て
算
盤
に
割
詰
め
る
よ
う
に
、
細
か
く
理
屈
を
言
い
立
て
る
の
は
世
俗
の

見
解
に
過
ぎ
な
い
。

聖
人
の
天
命
を
云
ふ
は
、
天
下
を
保
つ
人
の
事
を
云
ひ
た
る
故
、
天
下
を

大
観
し
て
人
心
の
安
ん
ず
る
所
を
以
て
云
へ
る
な
り
。
人
々
の
身
よ
り
し

て
云
ふ
時
は
、
天
と
雖
も
細
密
に
行
き
届
く
事
あ
た
は
ず
。
さ
れ
ば
幸
・

不
幸
は
天
と
雖
も
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
所
、
是
れ
即
天
命
な
り
と
思
ひ
、

其
の
前
に
差
し
置
き
、
人
の
幸
を
羨
ま
ず
、
己
が
不
幸
を
憂
へ
ず
し
て
命

に
安
ず
る
は
君
子
の
心
な
り
。（『
読
直
毘
霊
』）

　

天
命
は
、
帝
王
が
天
下
を
大
観
し
た
と
き
に
人
心
が
安
ん
じ
る
所
を
い
う
も

の
で
あ
っ
て
、
個
々
人
の
幸
不
幸
や
運
命
ま
で
は
天
で
も
制
御
し
き
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
こ
れ
は
天
命
だ
と
思
い
、
人
の
幸
を
羨
ま
ず
、
自
身
の
不
幸
を
憂
え

ず
、
如
何
な
る
状
況
で
も
命
に
安
ず
る
の
が
君
子
の
心
な
の
だ
。

聖
人
の
天
命
と
云
ふ
は
、
上
に
在
つ
て
は
人
心
の
向
背
を
知
つ
て
治
教
の

資
と
し
、
下
に
在
つ
て
は
命
に
安
ん
じ
て
一
身
の
憂
楽
を
意
と
せ
ず
し
て

己
の
常
分
を
尽
す
。
皆
、
修
己
治
人
に
益
あ
る
事
に
し
て
、
人
は
行
動
を

外
に
し
て
天
命
を
云
ふ
こ
と
な
し
。
本
居
は
禍
福
の
み
を
論
じ
て
、
商
賈

の
契
券
を
持
し
て
債
を
責
む
る
が
如
く
、
一
々
に
細
説
す
れ
ど
も
、
一
も

人
事
に
益
あ
る
こ
と
な
し
。
其
の
志
、
修
己
治
人
に
あ
ら
ず
し
て
、
一
己

の
異
見
を
主
張
す
る
に
過
ぎ
ず
。
天
地
の
大
な
る
を
知
ら
ず
し
て
、
屑
々

と
し
て
鄙
瑣
の
論
に
自
得
す
。
君
子
正
大
の
心
と
天
地
懸
隔
す
。（『
読
直

毘
霊
』）

　

天
命
は
、
上
に
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
人
心
の
向
背
を
知
り
、
治
教
の
助
け

と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
下
々
の
人
に
と
っ
て
は
、
命
に
安
ん
じ
自
身
の
喜
び
や

悲
し
み
に
捉
れ
ず
、
自
身
の
本
分
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天

命
は
修
己
治
人
に
裨
益
し
、
様
々
な
立
場
の
人
間
の
行
動
に
切
実
に
関
わ
る
。

宣
長
は
天
命
を
専
ら
禍
福
と
の
関
連
で
論
じ
、
商
人
が
契
約
書
を
持
っ
て
債
務

を
催
促
す
る
よ
う
に
一
々
細
か
く
言
う
。
だ
が
、
こ
れ
で
は
少
し
も
「
人
事
」

に
役
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
志
は
修
己
治
人
に
な
く
、
た
だ
の
自
分
勝
手

な
意
見
の
主
張
に
過
ぎ
な
い
。
宣
長
の
天
命
認
識
に
対
す
る
正
志
斎
の
批
判
に

は
、
天
命
を
な
る
べ
く
人
の
行
動
と
関
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
）
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。

　

既
述
の
よ
う
に
、
宣
長
は
理
と
事
と
の
二
方
面
か
ら
物
事
を
捉
え
、
天
命
の

説
は
現
実
と
は
合
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
禍
津
日
神
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
正
志
斎
は
「
世
の
禍

害
は
尽
く
禍
神
の
所
為
に
し
て
、
禍
神
の
あ
ら
び
は
御
力
に
も
制
し
か
ね
給
ふ

と
云
ふ
は
本
居
の
臆
説
に
し
て
、
古
事
記
・
書
紀
等
の
本
文
に
見
え
ず
」（『
読

直
毘
霊
』）
と
述
べ
、
世
の
中
の
禍
・
不
条
理
が
禍
津
日
神
に
よ
る
も
の
だ
と

い
う
の
は
宣
長
の
臆
説
な
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

上
世
は
易
簡
に
し
て
質
直
な
れ
ば
、
事
の
善
悪
も
吉
凶
禍
福
も
、
只
其
の

あ
り
し
ま
ま
に
見
た
る
の
み
に
て
、
何
の
故
に
か
く
と
云
ふ
事
を
ば
穿
鑿
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す
る
事
な
し
。
禍
津
日
神
と
云
ふ
事
は
、
伊
邪
那
岐
命
の
御
身
を
滌
ぎ
給

ふ
時
、
汙
垢
に
因
て
成
る
所
の
神
と
あ
り
。
直
毘
神
も
其
の
禍
を
直
さ
ん

と
し
て
成
る
所
と
あ
る
の
み
に
し
て
、他
の
事
は
言
は
ず
。（『
読
直
毘
霊
』）

　

禍
津
日
神
は
伊
弉
諾
尊
が
穢
れ
を
洗
う
際
、
穢
れ
か
ら
生
じ
た
神
で
、
直
毘

神
は
そ
の
禍
を
直
す
べ
く
生
じ
た
。『
古
事
記
』
に
は
、
そ
れ
以
上
は
何
も
言

及
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と
正
志
斎
は
指
摘
す
る
。

書
紀
ニ
ハ
、
身
ノ
所
汚
ヲ
滌
ン
ト
シ
テ
、
八
十
枉
津
日
神
ヲ
生
ミ
、
次
ニ

其
枉
レ
ル
ヲ
矯
メ
ン
ト
シ
テ
、
神
直
日
神
ヲ
生
ム
ト
ア
レ
バ
、
級
長
戸
風

ノ
説
ノ
如
ク
、
禍
神
ノ
枉
ハ
其
時
既
ニ
直
リ
テ
、
後
世
マ
デ
禍
ス
ル
ニ
ハ

非
ル
ナ
リ
。
又
一
書
ニ
、
穢
悪
ヲ
濯
ン
ト
シ
テ
水
ニ
入
テ
盤
土
命
ヲ
生
ミ
、

水
ヲ
出
テ
大
直
日
神
ヲ
生
ム
ト
云
ヘ
バ
、
意
義
ノ
在
ル
所
、
直
ス
ヲ
主
ト

シ
テ
、
枉
ル
ハ
主
意
ニ
非
ル
故
、
禍
神
ヲ
バ
云
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
然
ル
ニ
禍

神
ノ
後
世
ニ
禍
ス
ル
ヲ
、
古
ノ
伝
説
ト
云
フ
ハ
、
古
ヲ
誣
ヒ
今
ヲ
欺
ク
ニ

非
ズ
ヤ
。（『
読
級
長
戸
風
』
六
丁
〜
七
丁
）

　

こ
こ
で
正
志
斎
は
『
日
本
書
紀
』
を
引
用
し
て
論
証
す
る
。
伊
弉
諾
尊
は
穢

れ
を
洗
う
際
、
禍
津
日
神
を
産
み
、
そ
の
枉
を
正
す
る
た
め
に
神
直
日
神
を
産

ん
だ
。
禍
津
日
神
の
枉
は
そ
の
時
点
で
直
っ
た
。
よ
っ
て
後
世
ま
で
禍
を
も
た

ら
す
こ
と
が
な
い
は
ず
な
の
だ
。
書
紀
の
一
書
で
も
、
大
直
日
神
の
誕
生
は
描

か
れ
る
も
の
の
、
禍
津
日
神
は
登
場
し
な
い
。
即
ち
こ
こ
で
は
直
す
こ
と
に
眼

目
が
置
か
れ
て
い
る
の
だ
。
よ
っ
て
宣
長
の
説
は
、
古
を
誣
い
今
を
欺
く
も
の

に
他
な
ら
な
い
。

神
ノ
始
メ
給
ヘ
ル
道
ト
ハ
云
ヘ
ド
モ
、
道
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
禍
福
神
ノ
説

ナ
レ
バ
、
本
居
ノ
道
ナ
リ
。
…
…
神
ノ
道
ト
云
フ
ハ
、
神
ニ
ハ
非
ズ
シ
テ
、

本
居
ノ
道
ナ
リ
。
…
…
神
ニ
善
悪
ア
リ
ト
云
ハ
、
本
居
一
家
ノ
説
ナ
リ
。

（『
読
葛
花
』
二
一
丁
）

　

宣
長
の
所
謂
道
は
、
要
す
る
に
禍
福
神
の
説
に
す
ぎ
な
い
。
正
志
斎
か
ら
み

れ
ば
『
古
事
記
』
か
ら
真
の
道
を
読
み
取
れ
て
い
な
い
の
だ
。
な
ら
ば
『
古
事

記
』
等
か
ら
ど
う
道
を
捉
え
、
取
捨
す
る
の
か
。

皇
国
ノ
伝
ヘ
ヲ
破
ル
ハ
非
ナ
リ
。
其
伝
ヘ
ノ
教
ト
ナ
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
バ
謹

テ
奉
承
し
、人
事
ニ
関
ラ
ザ
ル
コ
ト
ハ
、深
ク
論
セ
ズ
シ
テ
可
ナ
リ
。（『
読

葛
花
』
四
丁
）

　

皇
国
の
古
伝
を
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の
中
に
、
教
と
な
る
も

の
、
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
教
と
な
る
部
分
を
謹
ん
で
承
け
て
、「
人
事
」

に
関
わ
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
深
く
論
じ
な
く
て
よ
い
と
彼
は
主
張
す
る
。

彼
は
「
同
姓
不
婚
」・「
天
体
」・「
天
地
万
物
の
始
」
な
ど
の
宣
長
・
市
川
・
沼

田
が
取
り
上
げ
る
話
題
は
、
大
道
・
人
事
に
関
係
が
な
い
た
め
、
深
く
論
じ
な

い
と
い
う
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
同
姓
を
娶
ら
ざ
る
に
も
一
理
あ
れ

ど
も
、
一
事
の
上
に
就
い
て
言
ふ
こ
と
に
て
、
大
道
に
関
係
な
き
故
、
今
、
論

ぜ
ず
」（『
読
直
毘
霊
』）、「
天
躰
ノ
コ
ト
ハ
怪
ム
ベ
キ
ニ
非
レ
ド
モ
、
人
事
ニ

関
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
論
ゼ
ズ
」（『
読
葛
花
』
五
丁
）、「
天
地
ノ
始
ハ
記
事

ニ
シ
テ
、
道
ニ
非
ズ
」（『
読
葛
花
』
一
二
丁
）、「
天
地
万
物
ノ
始
ト
云
コ
ト
、

古
伝
ノ
マ
マ
ニ
シ
テ
、
深
ク
論
ゼ
ズ
シ
テ
可
ナ
リ
」（『
読
葛
花
』
六
丁
）
と
い
っ

た
言
説
は
、
彼
の
国
学
を
め
ぐ
る
議
論
の
随
所
に
見
え
る
。
こ
う
し
た
取
捨
の

基
準
に
つ
い
て
、
正
志
斎
は
次
の
よ
う
に
端
的
に
示
し
て
い
る
。
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古
事
記
等
、
皆
、
記
事
の
書
な
れ
ば
、
教
と
す
べ
き
事
も
あ
り
、
又
、
教

と
な
ら
ざ
る
事
も
あ
り
。
…
…
教
と
す
べ
き
事
に
あ
ら
ざ
れ
ば
道
と
云
ふ

べ
き
に
あ
ら
ず
。
総
じ
て
記
事
の
書
は
、
見
る
人
の
取
捨
に
因
つ
て
道
と

な
る
べ
き
も
の
あ
り
。
又
、
道
と
な
ら
ざ
る
も
あ
れ
ば
、
一
概
に
深
理
あ

り
と
も
云
ひ
難
し
。
天
祖
伝
位
の
詔
命
等
は
、
実
に
深
理
あ
れ
ど
も
、
禍

神
・
直
神
等
の
事
理
を
知
り
た
り
と
も
、
人
の
行
に
分
寸
の
益
な
し
。
何

の
深
理
な
ら
ん
や
。（『
読
直
毘
霊
』）

　

彼
は
『
古
事
記
』
な
ど
の
事
柄
を
記
録
し
た
書
物
か
ら
如
何
に
道
を
読
み
取

る
か
は
、
読
者
の
取
捨
に
よ
る
の
だ
が
、
そ
の
基
準
は
教
に
あ
る
と
い
う
）
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（

。
こ

こ
に
も
、
道
と
教
と
の
密
接
な
関
係
が
み
て
と
れ
る
。
そ
し
て
、
天
祖
（
天
照

大
神
）
伝
位
の
詔
勅
に
教
と
し
て
の
意
味
を
見
出
し
、
宣
長
が
重
視
し
て
い
た

禍
津
日
神
や
直
毘
の
神
に
つ
い
て
は
人
の
行
動
に
全
く
役
に
立
た
な
い
と
指
摘

し
て
い
る
。

天
皇
ハ
大
御
神
ノ
御
子
ニ
シ
テ
、
君
臣
父
子
其
余
ノ
道
モ
備
ル
ト
云
フ
ハ

確
論
ナ
リ
。
是
ヲ
以
テ
教
ヘ
諭
サ
ザ
レ
バ
、
世
ノ
人
ニ
道
ヲ
知
ラ
シ
メ
難

シ
。
禍
福
神
ノ
如
キ
、
教
ニ
モ
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
云
立
テ
ン
ヨ
リ
ハ
、
太

初
ヨ
リ
人
倫
ノ
正
シ
ク
備
リ
シ
コ
ト
ヲ
詳
ニ
云
立
テ
テ
、
天
下
ノ
人
ヲ
シ

テ
道
ニ
由
ラ
シ
メ
ン
ニ
若
カ
ズ
。（『
読
葛
花
』
八
丁
）

　

禍
福
の
神
の
如
く
、
教
に
な
ら
ぬ
も
の
を
言
い
立
て
る
よ
り
、
太
初
よ
り
人

倫
が
正
し
く
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
詳
述
し
、
天
下
の
人
を
道
に
従
わ
せ
る
べ

き
だ
。
正
志
斎
は
天
孫
降
臨
の
際
、
天
照
大
神
が
瓊
瓊
杵
尊
に
与
え
た
勅
命
に

は
五
倫
の
う
ち
、
君
臣
・
父
子
の
義
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
、
ま
た
、
残
る
夫

婦
・
長
幼
・
朋
友
に
つ
い
て
も
、
日
本
神
話
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
す
る
（『
退

食
間
話
』
参
照
）
15
（

）。
ま
た
、
同
じ
く
天
孫
降
臨
の
際
に
授
受
さ
れ
た
三
種
の
神

器
に
も
知
・
仁
・
勇
の
徳
が
重
ね
合
わ
さ
れ
（『
新
論
』、『
下
学
迩
言
』
な
ど

を
参
照
）、
こ
こ
に
教
の
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。
正
志
斎
は
天
祖
伝
位
の
詔

命
等
に
現
れ
て
い
る
正
し
い
人
倫
及
び
三
種
の
神
器
に
現
れ
て
い
る
知
・
仁
・

勇
の
徳
や
人
倫
こ
そ
神
話
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、

教
の
基
準
は
、
人
事
や
人
の
行
い
に
切
実
に
繋
が
る
か
否
に
あ
る
）
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。
彼
の
天
命

理
解
も
神
話
受
容
も
そ
の
発
想
に
基
づ
く
。

第
三
節
、
性
善
│
人
間
認
識
を
め
ぐ
っ
て
│

　

宣
長
は
「
そ
も
そ
も
道
は
、
も
と
学
問
を
し
て
知
る
こ
と
に
は
あ
ら
ず
。
生

れ
な
が
ら
の
真
心
な
る
ぞ
、
道
に
は
有
り
け
る
」（『
玉
勝
間
』
上
巻
）
と
言
う
。

即
ち
道
は
学
問
を
通
じ
て
知
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
つ
き
の
真
心

こ
そ
が
道
な
の
だ
。
彼
の
言
う
真
心
と
は
何
か
。「
真
心
と
は
、
産
巣
日
神
の

御
霊
に
よ
り
て
、
備
へ
持
て
生
れ
つ
る
ま
ま
の
心
を
い
ふ
、
さ
て
こ
の
真
心
に

は
、
智
な
る
も
あ
り
、
愚
な
る
も
あ
り
、
巧
な
る
も
あ
り
、
拙
き
も
あ
り
、
善

も
あ
り
、
悪
き
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
て
、
天
下
の
こ
と
ご
と
く
同
じ
き
物
に

あ
ら
ざ
れ
ば
、
神
代
の
神
た
ち
も
、
善
事
に
ま
れ
悪
事
に
ま
れ
、
お
の
お
の
そ

の
真
心
に
よ
り
て
行
ひ
給
へ
る
也
」（『
葛
花
』
上
つ
巻
）。
真
心
に
は
、
智
愚

巧
拙
善
悪
な
ど
、
様
々
あ
り
、
一
様
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の

悪
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
宣
長
は
真
心
に
善
も
悪
も
あ
る
と
主
張
し
た
上
で
、
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「
す
べ
て
人
の
心
の
善
悪
も
、
も
と
よ
り
神
の
し
わ
ざ
に
て
」（『
葛
花
』
上
つ

巻
）
と
言
い
、
心
の
善
悪
を
神
の
し
わ
ざ
と
見
な
す
）
17
（

。
正
志
斎
は
こ
う
し
た
宣

長
の
「
真
心
」
の
捉
え
方
に
真
っ
向
か
ら
反
発
す
る
。「
四
端
ノ
心
ハ
真
心
ナ
リ
。

悪
人
ヲ
モ
真
心
ト
云
フ
ハ
、
人
ノ
性
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」（『
読
葛
花
』
一
五
丁
）

と
述
べ
、
悪
を
も
真
心
と
す
る
の
は
、
人
の
性
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
と
主
張
す

る
。
彼
は
『
閑
聖
漫
録
』（
生
前
最
後
の
著
作
）
で
「
性
善
」
と
い
う
一
篇
を

設
け
、
性
善
説
の
源
流
を
尭
・
舜
・
孔
子
に
遡
り
、
性
善
は
千
古
不
易
の
定
論

だ
と
強
調
し
て
い
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
不
善
な
る
心
を
持
つ
人
の
存
在
を
否

定
し
な
い
が
、
そ
う
し
た
人
は
少
数
で
あ
り
、
大
観
す
れ
ば
、
人
間
の
性
は
善

で
あ
る
と
言
い
、
性
善
説
を
強
く
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

大
観
す
る
時
は
そ
の
直
な
る
こ
と
人
の
性
に
し
て
、
即
ち
性
の
善
な
る
な

り
。
多
き
中
に
も
不
善
の
も
の
も
あ
れ
ど
も
、
惣
て
言
ふ
時
は
皆
直
に
し

て
即
ち
性
の
善
な
る
な
り
。
多
き
中
に
不
善
の
も
の
も
あ
る
は
、
そ
の
出

来
損
し
た
る
に
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
瘖
聾
跛
痿
六
指
等
に
て
不
具
の
人
も

あ
り
。
心
の
不
善
な
る
は
心
の
不
具
な
る
也
。（『
閑
聖
漫
録
』
性
善
）

　

で
は
、
な
ぜ
性
善
説
に
拘
る
の
か
。
彼
の
性
善
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
性

格
な
の
か
。『
下
学
迩
言
』（
論
学
、
二
四
丁
）
に
お
い
て
、
正
志
斎
は
「
仁
者

長
養
之
道
。
親
愛
之
心
、
実
於
中
而
発
於
外
。
故
古
之
言
性
善
、
務
長
其
善
而

其
悪
自
消
（
仁
は
長
養
の
道
な
り
。
親
愛
の
心
、
中
に
実
た
り
て
外
に
発
す
。

故
に
古
の
性
善
を
言
ふ
に
は
、
務
め
て
其
の
善
を
長
じ
て
、
其
の
悪
自
ら
消

ゆ
）」
と
記
し
、
こ
れ
に
自
ら
割
り
注
を
施
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

後
世
言
性
善
、
本
然
之
善
与
気
禀
之
拘
相
闘
相
克
。
以
天
理
為
善
、
人
欲

為
悪
、
則
天
善
而
人
悪
。
天
人
相
抵
牾
、
与
天
叙
天
秩
之
義
異
。
後
世
以

本
然
之
善
為
天
叙
天
秩
。（
後
世
性
善
を
言
ふ
に
は
、
本
然
の
善
と
気
禀

の
拘
は
れ
と
相
闘
相
克
す
。
天
理
を
以
て
善
と
為
し
、
人
欲
を
悪
と
為
せ

ば
、
則
ち
天
善
に
し
て
人
悪
な
り
。
天
人
相
ひ
抵
牾
し
、
天
叙
天
秩
の
義

と
異
な
り
。
後
世
本
然
の
善
を
以
て
天
叙
天
秩
と
為
す
。）

　

こ
こ
で
は
、
後
世
の
朱
子
学
者
が
と
も
す
れ
ば
「
本
然
の
性
」
と
「
気
質
の

性
」
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
る
（
朱
子
自
身
は
気
質
の
性
に
は
理
と

気
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
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）。
天
理
が
善
で
人
欲
が
悪

な
ら
ば
、
天
は
善
、
人
は
悪
と
な
り
、
天
と
人
と
は
引
き
裂
か
れ
る
と
い
う
の

だ
。
続
け
て
彼
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

然
人
者
天
之
所
生
。
若
以
人
欲
為
悪
、
則
悪
亦
天
之
所
賦
与
。
是
天

生

心
性
形
気
、
使
善
悪
相
闘
胸
中
也
。
天
之
生
人
、
心
性
形
気
相
合
而
四
端

具
焉
。
故
典
礼
者
人
之
所
以
為
人
、
有
人
則
有
典
礼
、
是
天
之
所
叙
秩
。

言
其
善
者
而
不
及
其
悪
、
亦
未
嘗
外
形
気
而
言
叙
秩
。
心
性
形
気
倶
善
、

而
不
須
分
別
也
。
後
世
襲
菩
提
煩
脳
二
心
之
説
、
言
天
為
善
、
視
人
為
悪
、

故
謂
先
去
其
悪
而
其
善
乃
見
。
臨
事
接
物
、
未
見
其
善
先
見
其
悪
、
雖
称

性
善
而
至
修
為
之
方
施
之
実
事
者
、
則
与
性
悪
之
説
何
異
也
。（
然
ど
も

人
は
天
の
生
ず
る
所
な
り
。
若
し
人
欲
を
以
て
悪
と
為
せ
ば
、
則
ち
悪
も

亦
た
天
の
賦
与
す
る
所
な
り
。
是
れ
天

び
に
心
性
形
気
を
生
じ
、
善
悪

を
し
て
胸
中
に
相
ひ
闘
は
し
む
る
な
り
。
天
の
人
を
生
ず
る
や
、
心
性
形

気
相
合
し
て
四
端
焉
に
具
は
る
。
故
に
典
礼
は
人
の
人
為
る
所
以
に
し
て
、

人
有
れ
ば
則
ち
典
礼
有
り
、
是
れ
天
の
叙
秩
す
る
所
な
り
。
其
の
善
を
言
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ひ
て
其
の
悪
に
及
ば
ず
、
亦
た
未
だ
嘗
て
形
気
を
外
に
し
て
叙
秩
を
言
は

ず
。
心
性
形
気
倶
に
善
に
し
て
、
須
ら
く
分
別
す
べ
か
ら
ず
。
後
世
菩
提

煩
脳
二
心
の
説
を
襲
ひ
、
天
を
言
ひ
て
善
と
為
し
、
人
を
視
て
悪
と
為
す
。

故
に
先
づ
其
の
悪
を
去
り
て
其
の
善
乃
ち
見
は
る
を
謂
ふ
。
事
に
臨
み
て

物
に
接
し
、
未
だ
其
の
善
を
見
ず
し
て
先
づ
其
の
悪
を
見
る
、
性
善
と
称

す
と
雖
も
而
れ
ど
も
修
為
の
方
に
至
り
て
之
を
実
事
に
施
せ
ば
、
則
ち
性

悪
の
説
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
。）

　

人
の
身
心
は
天
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
四
端
の
心
は
自
ず
と
備
わ
っ
て
い

る
の
だ
が
）
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、
天
よ
り
授
か
っ
た
も
の
は
善
の
み
で
、
悪
は
な
い
。
天
が
人
に
善

悪
を
同
時
に
賦
与
し
て
、
両
者
を
人
間
の
中
で
闘
わ
せ
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な

い
と
い
う
の
だ
。「
本
然
の
性
」・「
気
質
の
性
」
の
並
存
は
心
に
善
悪
が
並
存

す
る
状
態
を
想
定
す
る
も
の
で
、
心
の
悪
（
人
欲
）
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
よ

う
な
修
養
・
実
践
を
行
う
の
で
は
、
性
悪
説
と
変
ら
な
い
と
彼
は
主
張
す
る
。

正
志
斎
は
人
間
の
心
に
善
悪
が
共
存
し
て
い
る
と
い
う
考
え
に
否
定
的
な
態
度

を
取
る
。
宣
長
批
判
も
こ
の
ベ
ク
ト
ル
に
あ
る
。
宣
長
は
真
心
の
う
ち
に
、
悪

神
の
力
に
よ
り
善
悪
が
共
存
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た
見
方
は
当
然

否
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
悪
を
消
し
去
る
こ
と
で
善
を
発
現
す
る
よ
う
な
方

向
性
を
否
定
す
る
正
志
斎
は
、
内
な
る
善
の
長
養
・
拡
充
に
向
か
っ
て
い
く
。

割
り
注
は
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

其
所
先
不
在
於
長
養
仁
之
実
於
中
者
、
而
去
外
誘
之
私
以
虚
其
心
求
其
知
。

夫
人
戴
天
履
地
、
莫
須
臾
不
与
物
相
接
。
今
不
務
成
物
、
而
務
拒
物
。
外

其
形
虚
其
心
、
知
其
本
然
之
善
、
然
後
以
為
仁
。
如
所
謂
見
性
成
仏
之
説
、

先
知
而
後
仁
、
陰
先
而
陽
後
也
。（
其
の
先
と
す
る
所
は
仁
の
中
に
実
た

る
者
を
長
養
す
る
に
在
ら
ず
し
て
、
外
誘
の
私
を
去
り
て
以
て
其
の
心
を

虚
に
し
て
其
の
知
を
求
む
。
夫
れ
人
天
を
戴
き
地
を
履
み
、
須
臾
と
し
て

物
と
相
接
せ
ざ
る
は
莫
し
。
今
務
め
て
物
を
成
さ
ず
し
て
、
務
め
て
物
を

拒
む
。
其
の
形
を
外
に
し
て
其
の
心
を
虚
に
す
、
其
の
本
然
の
善
を
知
り

て
、
然
る
後
に
以
て
仁
と
為
す
。
所
謂
見
性
成
仏
の
説
の
如
く
、
知
を
先

に
し
て
仁
を
後
に
す
、
陰
先
陽
後
な
り
。）

　

正
志
斎
の
基
本
的
な
立
場
は
、
自
身
に
備
わ
る
善
を
長
養
す
れ
ば
、
悪
が
自

ず
か
ら
無
く
な
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
こ
に
み
え
る
の
は
自
分
の
中
の
悪
を
消

し
去
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
（
そ
も
そ
も
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
に
悪
な

ど
な
い
の
だ
）、
善
を
推
し
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
彼
は
性
に

つ
い
て
、「
性
者
生
之
質
、
天
之
所
賦
予
於
人
者
也
。
民
受
天
地
之
中
而
生
、

故
生
而
有
知
仁
勇
之
徳
、
即
天
所
命
之
性
也
（
性
は
生
の
質
に
し
て
、
天
の
人

に
賦
予
す
る
所
の
者
な
り
。
民
天
地
の
中
を
受
け
て
生
じ
、
故
に
生
れ
な
が
ら

に
し
て
知
仁
勇
の
徳
有
り
、
即
ち
天
の
命
ず
る
所
の
性
な
り
）」（『
中
庸
釈
義
』

五
丁
）
と
述
べ
、
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
、
知
仁
勇
と
い
う
性
の
徳
が
備
わ
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
徳
の
拡
充
こ
そ
が
正
志
斎
の
修
養
・
実
践

の
核
で
あ
る
）
20
（

。

舜
及
淵
路
知
能
択
之
、
仁
能
守
之
、
勇
能
果
而
行
之
、
是
君
子
之
所
以
能

致
中
和
、
而
其
実
則
不
過
拡
充
知
仁
勇
、
以
率
其
性
之
徳
而
己
（
舜
及
び

淵
路
は
知
能
く
之
を
択
び
、
仁
能
く
之
を
守
り
、
勇
能
く
果
し
て
之
を
行

ふ
、
是
れ
君
子
の
能
く
中
和
を
致
す
所
以
に
し
て
、
其
の
実
は
則
ち
知
仁
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勇
を
拡
充
し
て
、
以
て
其
の
性
の
徳
に
率
ふ
の
み
）。（『
中
庸
釈
義
』
一

〇
丁
）

　

彼
は
「
以
性
之
徳
行
人
之
道
、
所
以
為
率
性
（
性
の
徳
を
以
て
人
の
道
を
行

ふ
は
、
性
に
率
ふ
と
為
す
所
以
な
り
）」（『
中
庸
釈
義
』
一
八
丁
）
と
も
述
べ

る
が
、
善
な
る
性
に
率
う
と
は
、
性
の
徳
た
る
知
・
仁
・
勇
に
よ
り
、
人
の
道

（
人
倫
）
を
行
う
こ
と
な
の
だ
。

　

第
一
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
正
志
斎
に
お
い
て
性
・
道
・
教
は
相
即
不
離
の

関
係
に
あ
る
。
こ
う
し
た
性
は
学
習
・
教
育
に
よ
っ
て
伸
ば
し
て
い
く
べ
き
も

の
だ
。
性
が
あ
れ
ば
、
教
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

天
下
之
性
相
近
、
故
謂
之
性
也
。
然
有
性
而
無
教
、
則
道
不
可
修
、
故
本

篇
以
修
道
為
要
（
天
下
の
性
相
ひ
近
し
、
故
に
之
を
性
と
謂
ふ
な
り
。
然

れ
ど
も
性
有
り
て
教
無
く
ん
ば
、
即
ち
道
修
む
べ
か
ら
ず
、
故
に
本
篇
道

を
修
む
る
を
以
て
要
と
為
す
）」（『
中
庸
釈
義
』
二
五
丁
）

夫
子
は
性
相
近
と
仰
ら
れ
た
る
な
れ
ば
、
只
相
近
き
も
の
と
心
得
て
他
説

を
求
め
ず
。
聖
言
の
み
を
信
じ
て
性
は
誰
も
相
近
け
れ
と
も
習
に
よ
り
て

遠
く
な
る
と
云
ふ
こ
と
を
体
認
し
、
夫
子
四
教
の
実
事
を
習
熟
し
て
、
聖

賢
の
道
を
学
び
得
、
上
達
し
て
、
君
子
の
事
業
を
成
し
得
た
ら
ん
に
は
、

世
俗
の
習
に
囿
せ
ら
れ
、
庸
人
鄙
夫
と
な
り
て
身
を
終
る
も
の
と
は
毫
釐

千
里
の
差
に
し
て
大
に
相
遠
か
る
べ
し
。
故
に
性
を
論
ず
る
よ
り
は
習
を

慎
む
こ
と
を
先
と
す
べ
き
な
り
。（『
洙
泗
教
学
解
』）

　

人
々
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
善
な
る
性
を
共
有
す
る
が
、
習
（
学
習
や
風
習
）

に
よ
っ
て
大
き
な
差
異
を
生
じ
て
し
ま
う
。
夫
子
四
教
、
即
ち
文
行
忠
信
を
習

熟
し
て
、
聖
賢
の
道
を
学
び
、
上
達
し
、
君
子
の
事
業
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
更
に
「
性
相
近
く
し
て
習
こ
と
の
相
遠
き
な
れ
ば
、
い
か
な
る
人

も
学
て
善
に
進
の
志
あ
ら
ば
、
教
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
し
。」（『
洙
泗
教
学
解
』）

と
述
べ
、
如
何
な
る
人
で
も
、
善
に
な
ろ
う
と
す
る
意
欲
・
志
が
あ
れ
ば
、
必

ず
教
が
受
け
ら
れ
る
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
正
志
斎
は
性
そ
の
も
の
に

つ
い
て
あ
れ
こ
れ
敷
衍
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
善
へ
の
志
を
持
ち
、
聖
賢
の
道

を
学
び
、
君
子
に
な
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
そ
の
た
め
、
性
を
論
ず
る
よ
り
は

ま
ず
習
を
慎
し
む
べ
き
だ
と
彼
は
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
心
性
を
論
じ
る
こ
と
自

体
を
正
志
斎
は
忌
避
す
る
傾
向
が
あ
る
）
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。
既
に
見
た
よ
う
に
正
志
斎
は
宣
長
の

真
心
や
朱
子
の
性
論
の
ご
と
く
、
性
や
心
に
善
悪
が
併
存
す
る
議
論
を
批
判
し
、

性
善
に
徹
し
、
そ
の
徳
を
長
養
・
拡
充
す
る
方
向
に
議
論
を
進
め
て
い
く
の
だ

が
、
窮
極
的
に
は
性
を
め
ぐ
る
議
論
自
体
を
忌
避
し
、
修
養
・
実
践
に
徹
す
る

傾
向
を
持
っ
て
い
た
。
正
志
斎
が
性
・
道
・
教
に
つ
い
て
、「
教
の
功
最
も
多

し
と
為
す
」（『
中
庸
釈
義
』）
と
言
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
修
養
・
実
践
へ
の

志
向
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
。

結
び
に

　

正
志
斎
の
宣
長
批
判
は
彼
の
性
・
道
・
教
を
め
ぐ
る
思
想
構
造
に
深
く
根
ざ

し
て
い
る
。
徳
川
光
圀
以
来
の
国
体
論
的
伝
統
を
受
け
継
ぐ
正
志
斎
は
、
宣
長

と
は
全
く
違
う
意
味
を
神
話
に
見
出
し
て
い
る
。
彼
は
「
上
古
よ
り
し
て
君

臣
・
父
子
の
大
倫
、
万
国
に
勝
れ
て
正
し
き
に
あ
り
。
是
こ
そ
道
の
名
な
く
し
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て
道
の
実
あ
り
と
は
申
す
べ
け
れ
。
君
臣
・
父
子
の
大
倫
は
四
海
万
国
共
に
教

と
す
べ
き
大
道
な
れ
ば
、
天
下
の
達
道
と
は
云
ふ
な
り
」（『
読
直
毘
霊
』）
と

述
べ
、「
天
下
の
達
道
（
普
遍
的
な
道
の
意
）」
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
が
ら
、

神
話
の
な
か
に
見
出
せ
る
君
臣
・
父
子
の
大
倫
を
論
じ
る
。
そ
し
て
、
道
の
名

は
な
く
と
も
道
の
実
は
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
大
道
こ
そ
が
四
海
万
国
に
お

い
て
教
と
す
べ
き
も
の
な
の
だ
。
そ
れ
が
、
人
々
に
通
有
の
性
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
議
論
か
ら
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。
よ
っ
て
宣

長
の
「
一
己
の
私
心
よ
り
結
び
、
構
へ
て
古
書
の
片
端
に
付
会
し
て
道
と
称
す

る
」
が
如
き
言
説
は
「
一
家
の
私
言
に
て
四
海
万
国
に
通
行
す
べ
か
ら
」
ざ
る

も
の
な
の
だ
。
彼
の
こ
う
し
た
志
向
は
、
そ
の
修
養
・
実
践
へ
の
志
向
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
宣
長
は
人
々
の
吉
凶
禍
福
の
不
条
理
や
、
人
の
心
の
善
悪
を

説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
悪
神
を
導
入
し
た
が
、
正
志
斎
の
思
想
構
造
を
み
る
と

き
、
価
値
の
淵
源
た
る
天
・
神
に
お
い
て
も
、
人
の
心
に
お
い
て
も
、
禍
津
日

神
の
入
る
余
地
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
正
志
斎
は
こ
う
し
た
不
条
理
や
善
悪
に

つ
い
て
辻
褄
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
な
い
。
宣
長
の
思
想
を
、
単
に

儒
家
的
な
世
界
観
と
の
整
合
性
に
お
い
て
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
実
践
・
修

養
に
向
か
っ
て
い
く
志
向
を
持
た
な
い
故
に
拒
絶
し
て
い
る
。

　

彼
に
と
っ
て
問
題
だ
っ
た
の
は
、
人
が
如
何
に
善
に
向
か
う
か
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
彼
の
主
張
す
る
徹
底
的
な
性
善
や
拡
充
・
長
養
の
思
想
も
ま
た
、

斯
く
の
如
き
立
場
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
性
・
道
・
教
合
一
論
も
ま
た
然
り
。

彼
の
思
想
に
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
「
人
事
」
に
集
中
さ
せ
、「
躬
行
」
に
向
か

わ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
彼
の
性
善
の
人
間
観
は
こ
う
し
た
傾
向

と
表
裏
を
な
す
。

　

な
お
、
正
志
斎
は
先
の
『
読
直
毘
霊
』
の
引
用
の
後
に
「
天
祖
の
万
民
の
為

に
衣
食
の
原
を
開
き
給
ひ
し
は
仁
な
り
。
思
兼
神
の
思
慮
あ
る
は
智
な
り
。
建

雷
神
は
勇
な
り
義
な
り
。
天
下
を
経
営
し
給
ふ
に
は
、
諸
徳
を
兼
施
す
る
事
に

て
…
…
」
と
述
べ
、『
中
庸
』
に
み
え
る
性
の
徳
た
る
知
・
仁
・
勇
を
、
神
話

の
中
の
神
々
に
配
し
て
い
る
。
正
志
斎
は
こ
の
よ
う
に
神
話
の
具
体
性
の
う
ち

に
、
教
を
見
出
す
の
だ
が
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
全
体
の
思
想
構
造
を
論
じ
る

に
留
め
、
具
体
的
な
神
話
解
釈
を
め
ぐ
る
分
析
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。注

（
1
）　

参
照
し
た
『
直
毘
霊
』（
一
七
七
一
）
は
『
本
居
宣
長
全
集
』（
筑
摩
書
房
）、『
末
賀

能
比
連
』（
一
七
八
〇
）
は
『
日
本
思
想
闘
諍
資
料
』（
名
著
刊
行
会
）、『
中
庸
釈
義
』

（
一
八
三
九
）
は
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
、『
退
食
間
話
』（
一
八
四
二
）
は
日
本
思
想
大
系
、

『
洙
泗
教
学
解
』（
一
八
四
三
）
は
寺
門
謹
編
『
閑
道
編
』（
国
光
社
、
一
八
九
二
）、『
下

学
迩
言
』（
一
八
四
七
年
起
稿
）
は
会
沢
善
発
行
刊
本
、『
泮
林
好
音
』（
一
八
四
八
）

は
『
日
本
教
育
先
哲
叢
書
』、『
及
門
遺
範
』（
一
八
五
〇
）
は
『
幽
谷
全
集
』、『
読
直

毘
霊
』（
一
八
五
八
）
は
水
戸
学
大
系
、『
読
末
賀
能
比
連
』（
一
八
五
九
）、『
読
葛
花
』

（
一
八
五
九
）、『
読
級
長
戸
風
』（
一
八
五
九
）
は
『
日
本
儒
林
叢
書
』、『
閑
聖
漫
録
』

（
一
八
六
三
）
は
青
藜
閣
・
東
壁
楼
刊
本
を
底
本
と
し
た
。

（
2
）　

国
儒
論
争
は
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇
〜
一
七
四
七
）
の
『
弁
道
書
』
に
端
を
発
す
る
。

中
で
も
特
に
影
響
力
が
強
い
の
は
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
）
の
『
直
毘
霊
』

で
あ
る
が
、
同
書
を
起
点
と
す
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
村
岡
典
嗣
「
余
論　

反
本
居
学

説
及
び
宣
長
学
の
発
展
」（『
本
居
宣
長
』、
岩
波
書
店
、
一
九
二
八
）、
小
笠
原
春
夫
『
国

儒
論
争
の
研
究
│
直
毘
霊
を
起
点
と
し
て
│
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
）、
桂
島
宣
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弘
「
補
論
一　

国
学
と
後
期
水
戸
学
│
後
期
水
戸
学
派
の
思
想
史
的
考
察
に
向
け
て

│
」（『
幕
末
民
衆
思
想
の
研
究
』、
文
理
閣
、
二
〇
〇
五
）
を
参
照
。

（
3
）　

例
え
ば
、
芳
賀
登
「
国
学
の
系
譜
と
水
戸
学
」（『
近
代
水
戸
学
研
究
史
』、
教
育
出

版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
）
二
四
二
頁
〜
二
四
三
頁
、
吉
田
俊
純
「
幕
末
の
改
革
」（『
水

戸
学
と
明
治
維
新
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
）
一
六
六
頁
〜
一
六
七
頁
、
一
七
六

頁
〜
一
七
八
頁
。

（
4
）　

幽
谷
先
生
志
在
経
世
、
不
遑
著
述
、
晩
年
始
欲
筆
之
書
、
不
幸
而
没
。
子
斌
卿
才
気

超
邁
、
固
能
継
述
、
亦
中
道
而
没
。
先
生
深
悲
之
、
遂
専
力
著
述
、
焚
膏
継
晷
、
未
嘗

懈
怠
。（『
閑
道
編
』
上
、
青
山
延
光
撰
「
会
沢
先
生
墓
表
」）

（
5
）　

正
志
斎
の
国
学
観
へ
の
言
及
は
国
学
研
究
と
水
戸
学
研
究
の
双
方
か
ら
な
さ
れ
て
い

る
。
前
者
の
殆
ど
で
正
志
斎
は
宣
長
の
批
判
者
の
一
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
過

ぎ
な
い
が
、
村
岡
一
九
二
八
で
は
、
水
戸
学
は
在
来
の
本
居
対
儒
者
側
の
論
議
を
調
和

す
る
よ
う
な
観
を
さ
え
な
し
た
と
述
べ
、
単
純
な
宣
長
批
判
で
は
な
く
、
宣
長
学
と
反

宣
長
学
を
調
停
し
た
も
の
と
考
え
る
。
田
中
康
二
「
幕
末
期
の
国
学
│
『
直
毘
霊
』
の

流
行
〔
一
八
五
三
年
〕」（『
国
学
史
再
考
』
新
典
社
、
二
〇
一
二
）
で
は
、
正
志
斎
の
『
直

毘
霊
』
受
容
を
も
説
く
。
後
者
は
、
菊
池
謙
二
郎
「
水
戸
学
の
根
本
観
念
」（『
水
戸
学

論
薮
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
四
三
）、
名
越
時
正
「
会
沢
正
志
斎
の
国
学
論
」（『
水

戸
学
の
研
究
』、
神
道
史
学
会
、
一
九
七
五
）、
芳
賀
一
九
九
六
、
梶
山
孝
夫
「
会
沢
正

志
斎
の
国
学
観
」（『
水
戸
派
国
学
の
研
究
』、
神
道
史
学
会
、
一
九
九
九
）、
吉
田
俊
純

「
国
学
を
め
ぐ
る
水
戸
の
諸
家
の
批
判
」（
前
掲
『
水
戸
学
と
明
治
維
新
』）
等
の
研
究

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
6
）　

名
越
・
梶
山
の
両
氏
は
共
に
正
志
斎
の
国
学
観
は
水
戸
学
の
国
学
観
を
代
表
す
る
も

の
で
は
な
い
と
し
、
藤
田
東
湖
や
吉
田
令
世
に
注
目
し
、
後
期
水
戸
学
の
本
流
を
藤
田

幽
谷
│
東
湖
と
見
な
し
た
。
東
湖
を
軸
に
、
正
志
斎
は
儒
学
寄
り
、
令
世
は
国
学
寄
り

と
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　

山
中
芳
和
「
国
学
に
お
け
る
教
化
論
の
性
格
」（『 

岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』

六
四
（
１
）、
岡
山
大
学
教
育
学
部
、
一
九
八
三
）
を
参
照
。

（
8
）　

正
志
斎
は
「
孔
門
の
教
学
を
知
ん
と
な
ら
ば
、
博
く
求
る
に
も
及
ば
ず
、
一
部
の
論

語
中
に
備
れ
り
」（『
洙
泗
教
学
解
』）
と
述
べ
、
教
に
お
け
る
『
論
語
』
の
重
要
性
を

示
す
。
正
志
斎
の
『
論
語
』
理
解
に
つ
い
て
、
大
場
一
央
「
会
沢
正
志
斎
の
『
論
語
』

理
解
と
実
践
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
三
二
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
二
〇
一

五
）
を
参
照
。

（
9
）　

正
志
斎
は
「
神
代
ノ
伝
説
ヲ
、
後
ニ
成
シ
給
フ
ト
云
フ
ハ
非
ナ
リ
。
宣
長
ノ
是
ヲ
弁

セ
シ
ハ
是
ナ
リ
」（『
読
末
賀
能
比
連
』
一
丁
）
と
市
川
批
判
を
行
い
、「
古
事
記
ヲ
偽

書
ナ
リ
ト
云
フ
モ
、
一
家
ノ
私
説
ニ
シ
テ
、
公
論
ニ
非
ズ
」（『
読
級
長
戸
風
』
一
九
丁
）

と
沼
田
の
古
事
記
偽
書
説
を
も
斥
け
る
。

（
10
）　

今
井
宇
三
郎
「
会
沢
正
志
斎
に
お
け
る
儒
教
経
伝
の
研
究
」（
山
岸
徳
平
編
『
日
本

漢
文
学
史
論
考
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
）、
拙
稿
「
会
沢
正
志
斎
の
「
国
体
」
思
想

に
お
け
る
「
民
命
」」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
六
七
、
日
本
中
国
学
会
、
二
〇
一
五
）

を
参
照
。

（
11
）　

正
志
斎
が
天
命
の
源
流
を
尭
舜
に
見
る
の
は
彼
の
神
儒
一
致
と
関
わ
る
。
彼
は
「
皇

神
ノ
道
ト
聖
人
ノ
道
ト
二
ツ
ア
リ
ト
思
フ
ハ
、
道
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
歷
朝
聖
主
ノ
尊

信
シ
玉
ヘ
ル
道
ハ
皇
神
ト
聖
人
ト
ノ
道
暗
合
ス
ル
所
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」（『
読
葛
花
』

七
丁
）
と
述
べ
、
神
（
天
照
大
神
）
の
道
が
聖
人
（
尭
舜
）
の
道
と
一
致
す
る
と
い
う
。

価
値
の
淵
源
を
日
本
で
は
天
照
大
神
に
、
中
国
で
は
尭
舜
に
帰
し
て
い
る
。
拙
稿
二
〇

一
五
を
参
照
。
な
お
、
性
善
も
尭
舜
に
遡
る
（『
閑
聖
漫
録
』「
性
善
」）。

（
12
）　

拙
稿
二
〇
一
五
を
参
照
。

（
13
）　

名
越
一
九
七
五
で
は
、
正
志
斎
の
国
学
観
を
検
討
し
、「
正
志
斎
は
そ
の
国
体
論
と
、

儒
学
を
基
礎
と
す
る
学
問
と
の
間
に
前
述
の
外
、
天
命
論
祭
祀
論
等
に
於
い
て
解
決
し

切
れ
ぬ
矛
盾
を
存
し
て
い
た
」（
三
六
〇
頁
）
と
考
え
、「
結
局
彼
は
日
本
に
於
い
て
革

命
を
否
定
し
な
が
ら
、
外
国
に
お
い
て
は
之
を
責
め
な
か
っ
た
為
、
苦
し
い
弁
解
を
以

て
聖
人
の
教
、
人
倫
の
道
を
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」（
三
三
五
〜
三
三
六

頁
）
と
述
べ
、
正
志
斎
の
思
想
に
お
け
る
不
徹
底
、
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
る
。
恐
ら
く

名
越
氏
は
「
国
体
」
を
天
皇
を
中
心
と
し
た
日
本
の
み
に
い
え
る
よ
う
な
、
地
域
限
定

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
だ
が
、
正
志
斎
の
い
う
国
体
は
道
義
に
基
づ
く
国
家

像
と
し
て
の
国
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
よ
り
東
、
中
国
よ
り
も
日
本
で
よ
り
完
全
に
実
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現
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
国
家
像
そ
の
も
の
は
普
遍
的
で
、
決
し
て
日
本
に
限
定

さ
れ
な
い
。
正
志
斎
の
国
体
論
に
つ
い
て
、
拙
稿
二
〇
一
五
を
参
照
。

（
14
）　

梶
山
一
九
九
九
は
、『
読
直
毘
霊
』・『
読
葛
花
』
の
国
学
観
を
分
析
、
そ
こ
に
受
容

と
批
判
の
両
面
性
を
見
出
し
、「
両
書
の
批
判
の
根
拠
と
し
て
水
戸
学
の
史
学
的
立
場

を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
」（
五
五
六
頁
）
と
述
べ
る
。
正
志
斎
は
『
古
事
記
』
等
に

対
し
「
疑
シ
キ
ヲ
闕
テ
其
余
ヲ
言
フ
ベ
シ
」（『
論
語
』
為
政
）
と
い
う
態
度
を
と
る
た

め
、
史
学
的
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
の
宣
長
批
判
は
道
の
問
題
に
集
約
さ
れ
、

古
書
を
取
捨
す
る
基
準
も
根
本
的
に
は
教
に
あ
る
。
史
学
的
な
立
場
か
ら
是
々
非
々
で

臨
む
の
で
は
な
く
、
宣
長
の
読
解
に
お
け
る
人
事
・
行
動
へ
の
志
向
の
欠
如
を
批
判
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
15
）　

正
志
斎
に
お
け
る
神
話
に
顕
わ
れ
た
道
に
つ
い
て
は
、
大
場
一
央
「「
弘
道
館
記
」

を
め
ぐ
る
会
沢
正
志
斎
の
教
学
理
念
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
二
九
、
早
稲
田
大
学

東
洋
哲
学
会
、
二
〇
一
二
）
を
参
照
。

（
16
）　

正
志
斎
の
実
践
重
視
に
つ
い
て
、
大
場
二
〇
一
二
、
大
場
二
〇
一
五
を
参
照
。

（
17
）　

宣
長
は
「
そ
も
そ
も
万
の
物
み
な
、
産
巣
日
神
の
御
霊
に
よ
り
て
成
中
に
も
、
人
は

殊
な
る
御
霊
を
蒙
て
生
れ
た
る
物
に
て
、
鳥
虫
な
ど
と
は
遥
に
勝
れ
た
り
、
其
中
に
は

悪
神
の
し
わ
ざ
に
よ
り
て
、
心
も
所
行
も
鳥
虫
に
劣
れ
る
者
も
な
き
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、

悪
は
つ
ひ
に
善
に
勝
ず
」（『
葛
花
』
下
つ
巻
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
正

志
斎
は
「
此
論
ハ
当
レ
リ
、
悪
神
ノ
シ
ワ
ザ
ト
云
フ
ハ
、
例
ノ
杜
撰
ナ
リ
」（『
読
葛
花
』

二
六
丁
）
と
言
う
。

（
18
）　
「
論
天
地
之
性
、
則
專
指
理
言
。
論
氣
質
之
性
、
則
以
理
與
氣
雜
而
言
之
。」（『
朱
子

語
類
』
巻
四
、
第
46
条
）、「
大
抵
本
然
之
性
與
氣
質
之
性
、
亦
非
判
然
兩
物
也
。」（『
朱

子
文
集
』
巻
四
四
、
答
方
伯
謨
）。
ま
た
、
土
田
健
次
郎
「
朱
子
学
の
思
想
Ⅲ
│
人
に

お
け
る
「
理
」
と
「
気
」」（『
江
戸
の
朱
子
学
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
）
を
参
照
。、

（
19
）　

四
端
に
つ
い
て
、
正
志
斎
は
「
夫
仁
義
礼
智
、
根
於
心
欝
於
中
而
発
於
外
者
、
実
也

動
也
。
故
雖
喜
怒
未
発
、
而
四
端
充
実
於
中
、
為
火
燃
泉
達
之
本
者
、
天
下
之
至
実
。

而
存
心
以
仁
礼
、
至
誠
無
息
者
、
心
常
在
成
己
成
物
、
不
暫
止
息
、
即
天
行
健
者
、
是

天
下
之
至
動
也
。
故
此
篇
雖
言
未
発
之
中
、
而
亦
不
専
求
中
於
心
、
以
明
善
為
誠
身
之

本
、
以
学
問
思
弁
為
択
善
之
本
、
博
審
慎
明
、
明
誠
与
誠
明
同
帰
、
仁
知
並
存
、
而
性

之
徳
以
全
、
所
以
為
天
下
之
大
本
。」（『
中
庸
釈
義
』
七
丁
）
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は

四
端
は
心
に
満
ち
て
お
り
、
充
実
し
た
動
的
な
も
の
で
、
決
し
て
虚
静
な
る
も
の
で
は

な
い
と
強
調
す
る
。
こ
の
四
端
へ
の
認
識
は
彼
の
徹
底
し
た
性
善
論
と
拡
充
を
重
ん
じ

る
修
養
・
実
践
法
と
深
く
関
わ
る
。

（
20
）　

大
川
真
『
近
世
王
権
論
と
「
正
名
」
の
転
回
史
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
二
）

第
二
章
第
二
節
で
は
、
実
徳
を
拡
充
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
高
山
大
毅
「
遅
れ
て
き
た

「
古
学
」
者
：
会
沢
正
志
斎
の
位
置
│
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
七
九
、
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
一
二
）
で
は
、
四
端
の
心
を
拡
充
す
る
と
言
う
。

（
21
）　

古
者
不
以
心
性
為
教
、
夫
子
之
言
性
、
曰
相
近
而
已
〈
陽
貨
〉、
至
孟
子
而
道
性
善
、

故
後
儒
謂
性
善
養
気
之
論
、
前
聖
所
未
発
。
盖
性
善
之
字
、
雖
始
見
於
孟
子
、
而
其
義

則
前
聖
既
発
之
矣
。
…
…
然
専
恃
心
性
為
教
、
則
如
無
星
之
秤
、
無
指
名
以
為
準
則
、

故
古
者
相
訓
告
、
必
以
徳
為
言
、
…
…
皆
言
徳
而
不
言
心
性
、
而
易
亦
以
進
徳
修
業
、

為
君
子
之
事
、
徳
者
諸
善
之
得
於
身
而
可
指
名
者
、
故
皋
陶
九
徳
、
…
…
中
庸
三
徳
、

則
知
仁
勇
、
皆
其
目
之
可
指
名
以
為
準
的
者
、
而
秉
之
敬
之
、
知
之
修
之
、
拠
之
崇
之
、

尚
之
好
之
、
有
実
而
可
見
焉
。（『
下
学
邇
言
』
論
学
、
一
七
〜
一
八
丁
）


